



The Research on Enrichment of Language Activities in Early Childhood
― Preschool Teacher’s Survey in Okayama City ―
キーワード：言語活動の充実，幼児教育，領域「言葉」，幼小連携
Abstract：This paper aims to describe the research into language activities for early childhood. 
Currently, there is little research into the field of early childhood education, whereas, there 
are extensive studies into primary aged education. Therefore, studies into enhancing language 
learning activities for this age group are imperative. To gain further insight, there were sixty eight 
preschools in Okayama city which participated in this survey. The results indicated there needs 
to be improvement in communication ability. In addition, advancement in internalizing knowledge 
is critical for this age group. Despite high levels of teacher training and engaging class activities, 
there still requires more enthuses on developing cognitive ability. This will assist in bridging the gap 
between preschool and elementary school education.     
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　３年未満（44） 5 16 20  2 1
　３年以上〜５年未満（19） 2  9  7  1 0
　５年以上〜10年未満（28） 2 12 13  1 0
　10年以上〜20年未満（35） 2  8 21  3 1
　20年以上（50） 1  4 34 10 1















　３年未満（44） 5 24 13  1 1
　３年以上〜５年未満（19） 0 10  5  4 0
　５年以上〜10年未満（28） 1 12 11  3 1
　10年以上〜20年未満（36） 4  9 15  8 0
　20年以上（50） 2  8 26 13 1

























































３年未満（44） 0 9 12 22 1
３年以上〜５年未満（19） 0 2  5  9 3
５年以上〜10年未満（28） 0 1 11 13 3
10年以上〜20年未満（36） 0 2  6 22 6
20年以上（50） 0 0  7 34 9















３年未満（45） 0 8 19 18 0
３年以上〜５年未満（19） 0 1  7  9 2
５年以上〜10年未満（28） 0 2 12 11 3
10年以上〜20年未満（36） 0 2 10 18 6
20年以上（49） 0 1  8 36 7














































































３年未満（45） 15 20  8  1 0
３年以上〜５年未満（19）  1 12  6  0 0
５年以上〜10年未満（28）  1 12 10  1 0
10年以上〜20年未満（36）  3 19  6  6 1
20年以上（50）  3 19 11 13 1


































その他  6 10.3
 ＊無回答：２
５．おわりに
　中央教育審議会は，「子どもを取り巻く環境の変化
を踏まえた今後の幼児教育の在り方について－子ども
の最善の利益のために幼児教育を考える－」（2005）の
中で，近年の幼児の育ちについて，基本的な生活習慣
の欠如や食生活の乱れ，自制心や規範意識の希薄化，
運動能力の低下，コミュニケーション能力の不足，小
学校生活にうまく適応できないなどの課題を指摘し
た。
　これらの幼児の育ちに対する課題は，社会構造が大
きく変化する中で指摘されるようになったものであ
る。そうした中で，我が国の教育によって育成が期待
されるのは，思考力・判断力・表現力等の能力の基礎
を担う言語力である。
　幼児期に行う教育は，小中高等学校で行われる一斉
授業としての性質をもっておらず，教諭は園児と個別
に対応しながら，幼稚園教育要領の５領域を総合的に
教育する必要がある。日常生活の中で言語活動の充実
を取り上げた指導をどのように行うべきかについては
幼児教育の現場においても大きな課題の一つとなって
いるが，本調査結果からもみえるように，「言葉」に
かかわるカリキュラムを年間指導計画・月案・週案に
含めて作成をしている園や，言葉のカリキュラムを園
独自で作成している園もあるなど，幼児期における言
語活動の充実は着実に進んでいるともいえる。今後
は，幼児教育が学校教育の始まりとして意識される中
で，小学校の教育内容との連携・接続を考えた保育実
践の在り方をより一層模索する必要があるだろう。
（本研究は，財団法人福武教育文化振興財団の「学校・
地域における学力向上等の研究や実践活動への助成
（公募）」にて行いました。）
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